
 

 

 

 

 

  
主査 林 友洋   

  今年の夏は甲子園で鹿児島県代表チームが見事ベスト4に入り、感動をもらった夏でした。甲 

子園で活躍した球児たちのプレーと併せて、彼らの思いに心が動かされました。それは、球児の 

これまで応援してくれた家族や周囲の方々へ「恩返しをしたい。」「感謝の気持ちを甲子園に立 

つ姿で伝えたい。」という気持ちを知ったからでした。そんな思いを形にしている球児に頭が下 

がることでした。 

  同じ時期に、武・田上公民館の中庭には、約10本の風船かずらが提灯のようなかわいらしい 

実をたくさんつけました。これは、初夏に「絵手紙はぴねす」の会員の方からいただいた苗でし 

た。他の職員にアドバイスや手伝いをもらい、プランターに植えました。館長には竹を細工して 

支柱を作ってもらいました。公民館として感謝の気持ちを伝えたいとの思いからです。 

しばらくすると、竹の支柱に絡んだかずらには、小さな白い花が咲き、かわいらしい風船がつ 

きました。いくつもの風船の実が並んでいる様子を見

ていたとき、にっこり笑っている自分に気づきました。 

私は武･田上公民館に赴任して約半年が過ぎました。

 この半年の間に、多くの方から、明るいあいさつや笑

 顔、楽しい話題など多くのものをいただきました。そ

 のいただいたもの対して感謝の気持ちでいっぱいです。 

  これから、高校球児のような大きなことはできませ 

んが、来館してくださる皆様が、「来てよかった。ま

 た来たい。」と思っていただけるように、感謝の思い 

を自分なりに表現していきたいと思っております。 

 
 
救命救急講習会 ～もしものために～ 

8月22日（火）に体育館で救命救急講習会を実施しました。 

自主学習グループの代表者の方々に参加していただきました。 

講師は、日本赤十字社鹿児島支部の富滿清悟様にお願いしまし 

た。 

心肺蘇生法では、意識・呼吸の確認の仕方や気道確保から胸 

部圧迫の方法を教えていただきました。参加者は思っている以

 上に、一連の動作を1人で続けるには体力的にきついことが分 

かり、応援を求める必要性にも気付くことができました。また、ＡＥＤの使い方を教えていただ 

き、もしもの時に対応することで命を救うことができることを学びました。 

最後に、一番大事なことは、命の危険につながるような状態にならないように、お互いで声を 

 掛け合いながら準備をしたり、無理をさせないようにしたりすることを確認しました。真剣に取 

り組めた貴重な時間でした。参加していただいた皆様、暑い中ありがとうございました。 
 

笑顔とあいさつ  共に輝く  出会いの館                             令和５年１０月号 

     武 ・ 田 上 公 民 館 だ よ り                                     

  鹿児島市西別府町3116-127  TEL 281－0698 FAX 281－0699      
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思いを形に ～風船かずらからの贈りもの～  

＜笑顔を運ぶ風船かずら＞

＜講習会の様子＞ 



 

今年も始まります！読書週間（10／27～11／9） 
 

■読書週間とは■ 
  終戦から間もない１９４７年、「読書の力によって、平和な文化国家を 
創ろう」という思いから第一回読書週間が開催され、現在まで続いていま 
す。毎年ポスターや標語が公募されており、今年の標語は「私のペースで 
しおりは進む」になりました。期間中は図書室にて読書週間にちなんだ企 
画コーナーも設置されます。この機会にぜひ、読書を楽しんでみてはいか 
がでしょうか。毎月のおはなし会もどうぞお越しください。

■司書おすすめの小説４選■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「武・田上地域人権問題研修会」の御案内 
 人権問題に対する正しい理解と認識を深め、お互いに人権を尊重し合う明るい地域社会づく
りに資することを目的に実施します。 
 日 時：令和5年11月10日（金）１０：００～１１：３０（受付９：３０～） 
 場 所：武・田上公民館 体育館 
 講 師：ＮＥＷおだまＬｅｅ男爵 若松 麗奈 様 
 演 題：「 わたしらしさ あなたらしさ 」 
※ 参加希望の方は、各幼稚園、保育園の父母の会会長及びＰＴＡ会長、小・中学校家庭教育
学級長、校区コミュニティ・まちづくり協議会事務局等にお問い合わせください。 

★10月の主な行事予定★ 
４日（水）武・田上地域家庭教育研究会 １０：００～ 

１１日、２５日（水）おひさまおはなし会 １０：３０～ 

１３日（金）健康づくり学習室利用講習会 

①１０：００～ ② １８：００～ 

１７日（火）自 主 学 習 グ ル ー プ レ ク リ エ ー シ ョ ン 大 会  ８：３０～ 

２９日（日）武・田上地域ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ・ｿﾌﾄﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ大会 

                     ８：３０～ 

健康づくり学習室利用講習会について 
〇 前日までにお申し込みください。 

〇 申込み方法：電話または、来館にて窓

口へお声がけください。 

今後の講習日 

11／17、12／15、1／１２    

2／9、3／8(すべて金曜日)  

 

 

「ゲド戦記」(全6巻) アーシュラ・K・
ル＝グウィン／著 
こちらは小学高学年から大人向けの壮大なフ

ァンタジー小説。ほったらかしで育った少年が
生まれながらの魔法の力を見出され、魔法の学
院に入ります。ひとりの魔法使いの生涯を通し
て、読み手に現実世界の様々なことを、気づか
せてくれます。子供さんは、まずは3巻まで読
んでみてください。きっと大人になっても傍ら
に置きたくなる1冊になると思います。 

 

 

「エルマーのぼうけん」(全３巻) ルース・
スタイルス・ガネット／著 
今年は、「エルマーのぼうけん」が日本で出版さ

れて６０周年という記念の年です。1948年にアメ
リカで出版され世界中で読み継がれてきました。 

9才の少年エルマーが、年取った猫から囚われの
龍の子の話を聞き、助けるために動物島へ向かいま
す。小学生になったら、ぜひ楽しんでもらいたい本
です。この機会に、子供さんと読み合いっこしてみ
ませんか？ 

 
「沈みかけの船より、愛をこめて」 乙一、
中田永一、山白朝子／著 
 いくつもの顔を持つ著者３名による、“ひとりで

４人”のアンソロジー。言葉で表すことが難しい程

の、不思議な世界観のお話が１１編収録されていま

す。長い話を読むことに抵抗がある方や隙間時間に

サクッと読書を楽しみたい方におすすめです。 

 ちなみに、私のお気に入りは「五分間の永遠」と

「東京」です。 
※ 「アンソロジー」･･･特定のジャンルから複数の作品を     

一つの作品としてまとめたもの 

「五
ウー

龍
ロン

世界
ワールド

」(全３巻) 壁井ユカコ/著 

 五龍大陸のとある山で、高名なやさぐれ道士

に育てられた少女ユギの成長物語。読む人を選

びがちな中華ファンタジーですが、読みながら

クスクス笑い、キュンキュンときめいて、ボロ

ボロ泣いた大好きな小説です。 

 残念ながら完結はされていませんが、それで

も充分に読み応えのあるお話です。この機会に

ぜひ、お手に取ってみてください。 

 

＜図書室の手作り「アマビエ」＞ 


